
15•林地肥培
(林地肥培技術の疏立)

1.試験担当者

本場土じょう部土じょう肥料研究室斐 吉 本 衛 ほか

北海逆支規造林部土じょう研究室長 原 田 洗 ほか

束北支埸府林部育林第三W究室長 田桂 治 ほか

関西支治育林部土じょう研究室弦 河 田 弘 松か

四国支場土じよう研究室 岩 川雄 幸 ほか

九州支場育林部土じょう研究室長 脇 孝 介 ほか

2. 試駿目的
林地肥培の塞盗として!ft妥な徳林の養分経済を狡分殴収盤の調査,養分循環率の泓!充たど 

を通じて明らかにし,これらの基盤の上に立って职培効果の把握と痹析をおこない,合.翌的 

な肥培技術を愁立し,その体系化をはかり,もって森林生産力増強に資することを目的とす 

る。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

。本 場

群落水林 より案分供枷と生遼J&との関係をしらべー定の散式て表現されることが推 

定された。

大型氷耕装從でスギ8年生幼木の水耕が可能とをり,Nレベルを5段備にして1年間育 

成したか,生虞の増加:®に差はあらわれ左かった〇

鸠水分レベルを異にするボット試験では,生育は大さ表差を生じ,肥効もことなった 。 

モデル林で,施肥後の乘中,わよび土気中の養分誤度の月別泌化をしらべた〇 

幼令時から肥培林分の生長耗過をしらペ,型や勞面上の位f®てより肥効のことなる

ことが明かにされた〇

成木林に対する瑕培は,施肥開始後1〜2年で协5成孩の増大がおこることを明かにし 

た。

。北喚支坡

1. 岩見沢営林名管内嘛草剤,肥料の相み合せによる下刈短縮試験は4 5年篮で終了し 

柘

2. 清水営林枷内にある混交林肥箸就験地に第3回の施肥を行なうと共に,装分析試料 

を採攻し,それに基づいてトドマツ,二ゾマッ・アカエゾマッの養分耍求産を比奴考案 

し&

3. 果沢町のトドマツ成木肥培弑験地の中間成緻を在とめん
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4. 函但,带広営林物彳内の閉額前のトドマツ林地肥培試騙地では所定Q2總を行なった〇

5. 燹分蒂積と苗木の生長に関する跋篷や,土抵のちがいと抵肥の効果に関する忒験を支 

堤苗畑で実施し勾

〇束北支媛

1. 林分密度と龍培効果 .

カラマツ林•••…各密度区ともに閉さし82効は期待できない。したがって秋娜另伙を実 

抱しRy 0.6 8 , 0.8 5 , 0.9 〇に踏整した〇間伐前にむける生長は疎立区が伸長肥大とも 

いくらかよい。為肥,無陝の差異はあをらかでない。

2. 成木拖肥試験……省:麻局包内のスギ,アカマッ,カラマツ成木施旺試海の御査をむ 

こ東った。3活您ともに肥効は嗯められるか:,姓済効衆をも考えるとスギ02 Oro»/ha 
増が効果ちりと考察された〇

3. 肥培木の性質・••…肥培木を親面上架と下部に分け木材実質を狼べた結果,耕面上部の 

辺材部,団紗帯,心材部が2〜4 %大きい価を示した〇

また,肥培木の心材化工っいて検討した結果は肥培木がとくに早いとSうことは衆め 

られなかった〇

。関西支場

1. 幼令林

髙野ス番,山崎スギ(昭和3 6年奔開始)泯験地の10年後の測定と甥肥を行った。 

柚肥区はいずれも抓碧な肥効が認められた。

詢野山国有林にスギ7年生林分怔ついて,施肥:ほについての試離を策設した〇原肥:氐 

く〇,⑱10Or 20 Ug 300g/X 本当),(4 6年 3 月ク

2. 壮令林

高野・封よび山崎に,17年生スギ林亿対する焰肥試股地を新設しれ。昭和4 5年4月, 

(施肥 iifdha 当N (〇・ 5()oKg lOudC?150 tlK?)とした。

〇四囤支坍

連続旅紀試敦(本山)ヒノキの埸合は肥効力齢銃しているが•スギでは認められなくな 

ってきている。閉S5にとも:5:い枝の枯れあがりがめだってさている。

苗木の形状と土摂条件ごとの試賊(須箭>肥効がしだい忆聡められなくなってきている。 

中令林肥培恕(須简)4年目の結果では柩裁帯鹿によつて応喪成長にあらわれる肥効 

力;かなリはっきり秘められ,る。

肥料木伐採弥地の紀培飲!縄(西条) 従来の合短フサアカシャ試段地の跡炮に匕ノキを 

植栽し,効来を判定している〇

〇九州支陰 .

1.幼令林Kおける肥効解析の結果:田野試験地はスギ植殺当初より岡年ごとに5〜6回
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Iてわたって施史を行ったが,慮肥ごとにだ効は死められ回政の増加;てつれて.括SE区と強 

足区の生長輦の差が大きくなり桝禍・圧大生長だけでなく1權生長については特に有憲 

差が昭められ以この肥効をさらに洋細に検討寸ろため址上部各部位の垂泣生長就をみ 

ると枝の筮カ;もつとも期加して治り次で餘«薬の順に麗!効指数が小さかった。試性地が 

傾斜面に位姓ナる堤合は侦科而Q上第程.段!効指故は高くなるようである。この外施肥と 

と何時に行った辨うんの舫果は殆んど切められなかった。なお,田雰試是地では年ごと 

の必効がまち性らであるため,生長朔と考えられる6 ～9月Kわたる月降水::女と樹离生 

長Iてついて検討したところ特に7月の降水MカモQ年の泥効昆岂審をわよ点すことがわ 

かったく r = 0.6 5 4 )

2.山出し後1年目の生長ば苗畑における松无凭理,器にNの施用:;・に影響される。

紀効の刊定:従来は肥効指故(龍泥区/魚紀区x!〇〇>などによって肥効を調べて 

いたが,スギは品格忙よって初侃生長に差カ:あつ之り,夫々の区内力屿ーになう難い場 

合が多いので堆K肥効指教;てよってのみ検討すること左く時心一夫々の区内の生貝に囲 

する相倪保数をもちいて肥効を検討することが望、ましい。

4.昭和,16年座の試骁計画

〇本 場

鮮落水辙i同一釜件で1俎训青成し,次年度微!材曾とする。

大澳水橘は継続して,秋に殺終2形Eを行う。

水分と密効は経続して,秋に取終调変を行う。

モデル林田おいて,施肥による集中,均中の養分レベルの変化の葛在を行う 

林地にわける电効試験は各試強地の施肥お、よび生育ゆ胡査を実施する。

試迅地土 WQ斃分状態について検討する。

。北脉支地

1••清水営林署管内の3要素試施おxび混交林紗e洪於地の生長跪,区画の"

2. 栗沢町のトドマツ成木林玲培試屮雄の生爲节宏

3. 支培帰内で実絶中の笑分吸収K関する基礎試駿を桃続する。

4. 土〔なの疑!沃性と林地肥培

林地更培が土埃の咪沃性増進におよなす効果を土煙の样棚收舗奏する。また,土泉 

水分が土!多の・形沃性にふ、!ぽす影解をしらべる。

。東北支場

1.林分密疲と肥培効果

カララツく支大財け内)間伐後(Ry 0.68,0.8 5,0.90 )の施JE

アカマツ林(好摩技％林)問伐後Q施肥,土壊とくにA 〇層の変化を調ペる。

2.成木施舟試强の泛濒析
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秋田村,合川,白沢営林％は内スギ成木郁2試涕E速

青森局,盛岡営牀器カラマツ成木詰圧!茄録の缶在 ・

3.乏略木、・質

紀培木の年徐搆造と紀効解析

お料要素別菜幹Q性靈と年輪耕造の検时

〇題西支歩

1. 幼令林

西条ク°rッ林就段地(昭和3 9年秋没定>の成表測定と追肥の予定

2. 牡令林

4 5年春設定の髙野および山喝の試験堆の成長測定,測定結果を見て,その後の処證 

を決定する予定>

〇 四国支毋

1. 連脚兜試弦他は,スギ,ヒノキとも枝打ち”夕ートラップを設置して虹鬧の落葉景 

を潟査する。現存の落奈遂と.分代を捐充する〇

2. 中令林肥培試食は,慈理問伐をおこない.2.6 〇 〇本/h a , 3.8 U。本/h a , 

5.0 〇 U本のh aの密変に調熟する。

3. 冏伐木のEE効蹈査をおこなう。 •

4. その他,玩段泓部也の定期拥査をおこな爲

〇九州支却

1. 現存愷の推定を行い幼令林にわける施紀効果を詳卸忙枕时する。

2. 拖庄!林における我繕土じt 5©変化

3. ffj-Wホ、ける拓肥哉の就いがUJ出し後の生及に時!枝す彩曹

4. スギ針葵の猝分の季節変動

5. 各試踏她にむける把効の継続測定
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林地肥培

(肥培木の材質)

1. 試垓担当者

本塲土じょう誡艮 瘦本与良於か

2. 試段目的
成木於球から・生産される木村を樽造用材や原料材として利用する際,招肥後の材質がこ 

れらの费品の品質に著るしい影释を与えるものと考えられ馮 したがって,これらQ利用面 

から応肥の影滁をあきら加てするととも亿,,總肥技術にたいすろ基礎資・料を蓄利する必耍カ; 

あん

このため木材の材聲tたいして％肥の彩殍をあきらかにするとともに,利用上の立埃から 

施史の技術にたいする有効な基磴資科を蓄顏することを目的とする。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

スギの成木’ぐついての施肥と材質と醐係を詞ペる.ため,播罔県(て設定していた試煥地か 

ら供試木2千本の採取し,訊科のお楚を行左っれ

4. 昭和4 6年度の試験計画

I•スギ成木松肥木の材質について測定を始める。

2.スギの成木Kついて拖肥を枝打ちの併用が材質に及絞ナ影響を敬するため,一事例と 

して岐率県下吕の私有林から供試木を採取する。
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16.上木被覆による寒害防止

相対照 
皮％

靖高 
気湛 籠離

100 %区 100
°C
1.2

•C 
-6,4 -12.0

商 70 83 1.0 -5.3 -10.0
崎 50 6 8 1.6 -3.3 -7.3

30 20 1.1 -41) -8.0
群馬蘇平年差 -0.5 -1.4

10り％区 100
高 70 73 0.5 - 39 -6.0 -1.8 6 5
萩 50 32 2.7 - 35 -5.3 -0.4 69

30 16 2.0 -36 -5.5 -0.8 —
茨城麟平年差 -0.2 - 0.3 - 0.4 + 6

1.試玫担当者
北細支砌林部長 ± 井 恭 次 ほか

本塚瀉部造林第一研究室長 坂 上 幸 雄 ほか

"防災都気象研究室 佐々木 長 儀 れか

東北支我砌湖畏 山 谷 孝 一 ほか

四国支为港林硏究室長 安 藤 貴 ほか

九州支や脊林部育林第一研究室 高 木 哲 夫 ほか

〇 菊二研究室 上 中 作次郎

・ 九州林木音程您原甩驟& 毋 善 ■ ' ■

2•試験目的
人工松栽面だ｝の拡大にとも左い.寒鲁発生地炫の寒害防除が要望されている。しかし皆伐 

跡の淅純地では祁々の察害防除法も絶対的防除法とはいえ宏い。そこで懸害営聽地城では上 

木忙よって8?:境を緩村する g 検射が塁Wれる。 ’

寒各防止法確立のため•寒供・霄に対する上方被覆効果,または測方効果を明らかにし,貝 

体的な防止試筋を突施する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結哭

。本 坦

(造林部)

高萩卷林碧窩萩事業区,および高崎営林署裕儕事業区内に試欢を設定,スギ•ヒノキを 

交互列状植裁し,活液宙本,号我解彥»光条件調査をしん

く防災部)

約6 U年生のスギ・ヒノキの北偏斜面に生立する;林分を上木疎開の割企を恭.て,その 

国下;てス¥・ヒノキ1床2年生苗を植裁し上木の相対照座および啄剿!を調査した結果は 

次の通りであつ私 < 1月の平均値,細!:等を示す>

均
度
*c4
 9
 1
8
 

平
湿 

7
6
6
6

鹳

蓦

盘a
2
 5
 9

1
1
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